


第１部　世界のさまざまな地域　第１章　世界の姿（7時間）

【単元構造図】








第１章　世界の姿（７時間）

第１節　地球をながめて（１／７）



第１章　世界の姿（７時間）

第２節　地球の主な国１（２／７）



第１章　世界の姿（７時間）

第２節　地球の主な国２（３／７）



第１章　世界の姿（７時間）

第２節　地球の主な国３（４／７）



第１章　世界の姿（７時間）

第３節　緯度と経度（５／７）



第１章　世界の姿（７時間）

第４節　地球儀と世界地図の違い（６／７）



第１章　世界の姿（７時間）

第５節　世界の略地図（７／７）



第１部　世界のさまざまな地域　第２章　世界各地の人々の生活と環境（１１時間）

【単元構造図】









第２章　世界各地の人々の生活と環境（１１時間）

第１節　世界各地の市場をながめて（１／１１）



第２章　世界各地の人々の生活と環境（１１時間）

第２節　暑い地域のくらし～太平洋の島々での生活～（２／１１）



第２章　世界各地の人々の生活と環境（１１時間）

第３節　寒い地域のくらし～シベリアでの生活～（３／１１）



第２章　世界各地の人々の生活と環境（１１時間）

　　　　技術をみがく１（４／１１）



第２章　世界各地の人々の生活と環境（１１時間）

第４節　乾燥した地域のくらし～アラビア半島での生活～（５／１１）



第２章　世界各地の人々の生活と環境（１１時間）

第５節　高地のくらし～アンデス山脈での生活～（６／１１）



第２章　世界各地の人々の生活と環境（１１時間）

　　　　技術をみがく２（７／１１）



第２章　世界各地の人々の生活と環境（１１時間）

第６節　世界の住居・衣服とその変化（８／１１）



第２章　世界各地の人々の生活と環境（１１時間）

第７節　世界の食文化とその変化（９／１１）



第２章　世界各地の人々の生活と環境（１１時間）

第８節　宗教と生活とのかかわり（１０／１１）



第２章　世界各地の人々の生活と環境（１１時間）

　　　　技術をみがく３（１１／１１）



第１部　世界のさまざまな地域　第３章　世界の諸地域　第２節　ヨーロッパ州（５時間）

【単元構造図】


第３章　世界の諸地域　第２節　ヨーロッパ州（５時間）

１　ヨーロッパの自然（１／５）



第３章　世界の諸地域　第２節　ヨーロッパ州（５時間）

２　ヨーロッパの文化と歩み（２／５）



第３章　世界の諸地域　第２節　ヨーロッパ州（５時間）

３　ヨーロッパの産業（３／５）




第３章　世界の諸地域　第２節　ヨーロッパ州（５時間）

４　追究～国境を自由にこえられるくらし～（４／５）



第３章　世界の諸地域　第２節　ヨーロッパ州（５時間）

５　ヨーロッパとアジアにまたがる国ロシア（５／５）

５



第１部　世界のさまざまな地域　第３章　世界の諸地域　第３節　アフリカ州（３時間）

【単元構造図】





第３章　世界の諸地域　第３節　アフリカ州（３時間）

１　アフリカの自然環境（１／３）



第３章　世界の諸地域　第３節　アフリカ州（３時間）

２　アフリカの歩みと文化（２／３）



第３章　世界の諸地域　第３節　アフリカ州（３時間）

３　追究～植民地時代の歴史と産業のかかわり（３／３）



第１部　世界のさまざまな地域　第３章　世界の諸地域　第４節　北アメリカ州（５時間）

【単元構造図】





第３章　世界の諸地域　第４節　北アメリカ州（５時間）

１　北アメリカの多様な自然環境（１／５）



第３章　世界の諸地域　第４節　北アメリカ州（５時間）

２　多くの民族がくらす北アメリカ（２／５）



第３章　世界の諸地域　第４節　北アメリカ州（５時間）

３　世界に影響を与える生活と文化（３／５）



第３章　世界の諸地域　第４節　北アメリカ州（５時間）

４　追究～世界をリードする大規模な産業～（農業）（４／５）



第３章　世界の諸地域　第４節　北アメリカ州（５時間）

４　追究～世界をリードする大規模な産業～（工業）（５／５）



第１部　世界のさまざまな地域　第３章　世界の諸地域　第５節　南アメリカ州（４時間）

【単元構造図】





第３章　世界の諸地域　第５節　南アメリカ州（４時間）

１　南アメリカの多様な自然環境（１／４）



第３章　世界の諸地域　第５節　南アメリカ州（４時間）

２　南アメリカの歴史と文化（２／４）



第３章　世界の諸地域　第５節　南アメリカ州（４時間）

３　変化する農業と鉱工業（３／４）



第３章　世界の諸地域　第５節　南アメリカ州（４時間）

４　追究～ブラジルにみる環境問題と対策～（４／４）



第１部　世界のさまざまな地域　第３章　世界の諸地域　第６節　オセアニア州（３時間）

【単元構造図】





第３章　世界の諸地域　第６節　オセアニア州（３時間）

１　オセアニアの自然環境（１／３）



第３章　世界の諸地域　第６節　オセアニア州（３時間）

２　自然環境の影響が大きいオセアニアの産業（２／３）



第３章　世界の諸地域　第６節　オセアニア州（３時間）

３　追究～移民と多文化社会～（３／３）



第１部　世界のさまざまな地域　第３章　世界の諸地域　第１節　アジア州（６時間）

【単元構造図】





第３章　世界の諸地域　第１節　アジア州（６時間）

１　広い範囲に及ぶアジア（１／６）



第３章　世界の諸地域　第１節　アジア州（６時間）

２　多様な文化と集中する人口（２／６）



第３章　世界の諸地域　第１節　アジア州（６時間）

３　降水量と関係が深いアジアの農業（３／６）



第３章　世界の諸地域　第１節　アジア州（６時間）

４　工業化が進むアジア（４／６）



第３章　世界の諸地域　第１節　アジア州（６時間）

５　追究～身近なものからみたアジア～（５・６／６）



第１部　世界のさまざまな地域　第４章　世界のさまざまな地域の調査１～４節（４時間）

【単元構造図】


第４章　世界のさまざまな地域の調査（４時間）

第１節　調べる国や地域とテーマを決める（１／４）



第４章　世界のさまざまな地域の調査（４時間）

第２節　資料を収集し，分析しよう（２／４）



第４章　世界のさまざまな地域の調査（４時間）

第３節　調べたことをまとめて意見交換しよう１（３／４）



第４章　世界のさまざまな地域の調査（４時間）

第３節　調べたことをまとめて意見交換しよう２（４／４）


本時の目標：地球を様々な角度からながめ，六大陸と三大洋の名称と位置を理解する。





地球儀（地図）から「わかること」と「わからないこと」をあげてみよう。





発問





解釈





☞キーワード：地球は丸い，陸より


海のほうが広い，六


大陸，三大洋，六つ


の州など





プロセス１：課題設定





地球儀から基本情報を読み取る（情報収集）





解釈





プロセス２：仮説立案と検証





☞キーワード：陸や海の大きさや位


置，高さや深さなど





☞資料：地球儀（ＩＣＴ活用）





☝ワンポイントアドバイス


　◇いろいろな角度からながめて考える


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





各自のもつ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





解釈





プロセス３：交流と再構築





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





自分の意見を見直す（知識の再構築）





説明





論述





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





☝ワンポイントアドバイス


　◇「わかること」「わからないこと」を


表にまとめる


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





論述





☝ワンポイントアドバイス


　◇思いついたことを，全て書き出す


　　→次の課題につなげる





プロセス４：発展





　　世界の国々について，自分が知りたいことを


挙げてみよう。





発問





☞キーワード：地形，産業，文化など





解釈





論述





生徒がめざす姿（評価規準）





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜資料活用の技能＞


○地図やグラフなど適切な資料を選び，必要な情報を読み取っている。





＜知識・理解＞


○六大陸，三大洋，世界の六つの州の名称と位置についての知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜関心・意欲・態度＞


○地球儀や衛星写真などの資料から，地球や日本列島に関する複数の情報を読み取り，ノートに書き留めている。





⑦世界の略地図





赤道・本初子午線・180度の経線に気を付けて略地図を描くことで，大陸の位置やおおよその形状をとらえる。





知識・技能の活用





②地球のおもな国１





知っている国をはじめとする様々な国の名前と位置を，地図帳で確認する。





④地球のおもな国３





地図帳の統計資料を用いて様々な国の人口や面積を調べ，その使い方を身に付ける。





単元の到達目標





地図を読み取る技能を身に付け，その技能を活用して世界の地域構成を理解できる。





①地球をながめて





地球を様々な角度からながめ，六大陸と三大洋の名称と位置を理解する。





③地球のおもな国２





国旗や国名の意味，国境線の決まり方について説明する。





⑥地球儀と世界地図の違い





地球儀と地図の特性について考え，様々な地図の利点と利用法を理解する。





⑤経度と緯度





経度と緯度の意味を理解し，それを用いて目標地点を探し，位置を表現する。





知識・技能の習得





地図を活用して，世界の地域構成を読み取ろう。





単元の課題





地理的分野第1部「世界のさまざまな地域」における各単元の位置付け





・ヨーロッパ（5時間）　・アフリカ（3時間）　・北アメリカ（5時間）


・南アメリカ（4時間）　・オセアニア（3時間）　・アジア（6時間）








世界の各州に暮らす人々の生活の様子を的確に把握できる地理的事象を取り上げ，それを基に主題を設けて，それぞれの州の地域的特色を理解する。





世界の諸地域に暮らす人々の生活の様子を的確に把握できる地理的事象を取り上げ，様々な地域又は国の地域的特色をとらえる適切な主題を設けて追究し，世界の地理的認識を深めるとともに，世界の様々な地域又は国の調査を行う際の視点や方法を身に付ける。








第４章　世界のさまざまな地域の調査（4時間）





＜探究の視点や方法を身に付ける＞





第３章　世界の諸地域（26時間）





＜地域的特色を理解する＞





第２章　世界各地の人々の生活と環境（11時間）





世界各地における人々の生活とその変容について，自然及び社会的条件と関連付けて考察し，世界の人々の生活や環境の多様性を理解する。





＜生活や環境の多様性を理解する＞





第1章　世界の姿（7時間）





地球儀や地図を活用し，緯度と経度，大陸と海洋の分布，主な国々の名称と位置，地域区分などを取り上げ，世界の地域構成を大観する。





＜世界の地域構成をとらえる＞





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜関心・意欲・態度＞


○世界の主な国の名称と位置について，複数の情報をノートに書き留めている。





＜知識・理解＞


○必要な知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○世界の主な国の名称と位置を，地図帳から読み取っている。





生徒がめざす姿（評価規準）





論述





解釈





☞キーワード：北方領土など





発問





　　今日の学習から，日本と世界の国々の関係に


ついて気付いたことをまとめよう。





プロセス４：発展





☝ワンポイントアドバイス


　◇キーワードを活用する


　　→今後の論述につなげる





論述





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





解釈





☞資料：地図帳





☝ワンポイントアドバイス


　◇これまでの知識を生かして考える


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞キーワード：アメリカ→メジャー


リーグ→イチロー選


手など





☝ワンポイントアドバイス


　◇国名と関係の深い事，日本との関係


を，セットにして白地図に書き込む


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：アメリカ，イギリス，


フランス，ドイツ，


中国，オーストラリ


アなど





各自のもつ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





プロセス２：仮説立案と検証





解釈





地図帳から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





解釈





発問





いろいろな国と，その国に関係の深いことをあげて，日本との関係について考え説明しよう。





本時の目標：知っている国をはじめとする様々な国の名前と位置を，地図帳で確認する。





＜関心・意欲・態度＞


○興味をもった国の名称と位置について，複数の情報をノートに書き留めている。





＜知識・理解＞


○必要な知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○内陸国と島国の国名や位置を地図帳から読み取っている。





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





生徒がめざす姿（評価規準）





解釈





☞キーワード：島国，内陸国など





発問





　　国境線の決まり方について気付いたことをま


とめよう。





プロセス４：発展





☝ワンポイントアドバイス


　◇地図帳から特徴を読み取る


　　→他国との関係にも目を向ける





論述





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





解釈





☝ワンポイントアドバイス


　◇図書館活用について，あらかじめ導


指導しておく。


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





論述





☞資料：地図帳，その他書籍





☞キーワード：アメリカ（星条旗），


イギリス（ユニオン


ジャック）など





各自のもつ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





プロセス２：仮説立案と検証





解釈





☝ワンポイントアドバイス


　◇学校図書館やＰＣルームを活用


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：キリバス（海と太陽），


コロンビア（コロン


ブス）など





教科書から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





解釈





発問





国を三つ選び，国名と国旗の意味について調べて説明しよう。





本時の目標：国旗や国名の意味，国境線の決まり方について説明する。





＜知識・理解＞


○必要な知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○地図帳の統計資料から，選んだ国の人口や面積などの必要な情報を読み取っている。





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜関心・意欲・態度＞


○地図帳の統計資料から読み取った複数の情報を，ノートに書き留めている。





生徒がめざす姿（評価規準）





☝ワンポイントアドバイス


　◇情報を基に考えられることも挙げる


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：地図帳，その他書籍





　　どのようなことを調べたいときに統計資料が


役立つか，まとめよう。





プロセス４：発展





論述





☞キーワード：産業の様子，文化な


　　　　　　　ど





解釈





発問





☝ワンポイントアドバイス


　◇統計資料ではわからないことにも気


付くようにする


　　→適切な資料の活用につなげる





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





解釈





☞キーワード：日本との比較，経済


状態の予想など





論述





各自のもつ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





プロセス２：仮説立案と検証





解釈





☝ワンポイントアドバイス


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：正式な国名，首都，


人口，面積，人口密


度など





教科書から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





解釈





発問





国を一つ選び，地図帳の統計資料から読み取った情報を基に，その国について説明しよう。





本時の目標：地図帳の統計資料を用いて様々な国の人口や面積を調べ，その使い方を身に付ける。





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





＜知識・理解＞


○緯度と経度に関する必要な知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○経度と緯度を活用して，主な国々た都市の位置を示している。





生徒がめざす姿（評価規準）





プロセス４：発展





解釈





発問





☝ワンポイントアドバイス


　◇ペア学習で問題を出し合う


　　→今後の地図活用につなげる





☞キーワード：ページ数，経線間の


アルファベット，緯


線間の数字など





　　地図帳の索引を利用して，ワシントンＤ．Ｃ．，


ロンドン，パリ，北京などの都市を探そう。





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





解釈





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





論述





☝ワンポイントアドバイス


　◇教科書の図を利用


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：地球儀，地図帳





☞キーワード：北緯，南緯，東経，


西経など





論述





各自のもつ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





プロセス２：仮説立案と検証





解釈





☝ワンポイントアドバイス


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：緯度，経度，緯線，


経線，赤道，本初子


午線など





教科書から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





解釈





発問





地球上の一点を決め，その位置を正確に説明しよう。





本時の目標：経度と緯度の意味を理解し，それを用いて目標地点を探し，位置を表現する。





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





＜知識・理解＞


○必要な知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○地球儀や世界地図を活用して，国の面積を調べたり二点間の方位や距離を求めたりしている。





＜思考・判断・表現＞


○地球儀と世界地図の特徴の違いを考察し，根拠を示しながら具体的に説明している。





生徒がめざす姿（評価規準）





　　どのような場面で地球儀を使い，どのような


場面で地図を使うのが適切か，考えよう。





プロセス４：発展





論述





解釈





発問





☝ワンポイントアドバイス


　◇実際に試してみると良い


　　→適切な資料の選択につなげる





☞キーワード：距離の測定，位置関


係，形や面積の比較


など





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





解釈





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





論述





☝ワンポイントアドバイス


　◇表にまとめて比較


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：教科書p.13





☞キーワード：北緯，南緯，東経，


西経など





論述





各自のもつ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





プロセス２：仮説立案と検証





解釈





☝ワンポイントアドバイス


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：距離，面積，方位，


形など





教科書から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





解釈





発問





メルカトル図法，モルワイデ図法，正距方位図法の特性と利用法についてまとめよう。





本時の目標：地球儀と地図の特性について考え，様々な地図の利点と利用法を理解する。





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





生徒がめざす姿（評価規準）





＜資料活用の技能＞


○赤道や本初子午線などの位置関係から，大陸のおおよその形状をとらえ，世界の略地図を描いている。





＜知識・理解＞


○必要な知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





　　自分の描いた略地図に，世界の主な国を書き


込んでみよう。





プロセス４：発展





論述





解釈





発問





☝ワンポイントアドバイス


　◇各国のおおまかな形状も書き込む


　　→各国の位置関係の把握につなげる





☞キーワード：日本，アメリカ，中


国，オーストラリア，


イギリスなど





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





解釈





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





論述





☝ワンポイントアドバイス


　◇ポイントをまとめて実際に描写


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：教科書p.14





☞キーワード：各大陸のおおまかな


形状，位置関係など





論述





各自のもつ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





プロセス２：仮説立案と検証





解釈





☞キーワード：赤道，本初子午線，


180度の経線，六大


陸など





☝ワンポイントアドバイス


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





教科書から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





解釈





発問





どのような点に気をつければよいかを考えて，世界の略地図を描こう。





本時の目標：赤道・本初子午線・180度の経線に気を付けて略地図を描くことで，大陸の位置やおおよその形状をとらえる。





単元の課題








様々な資料を活用して，世界各地における人々の生活とその変容について，自然及び社会的条件と関連付けて考察し，世界の人々の生活や環境の多様性を理解しよう。








知識・技能の習得








ツバルでの生活の様子から暑い地域の特色を読み取り，海外との結び付きについて説明する。





②暑い地域のくらし








　アンデス山脈での生活の様子から高地の特色を読み取り，海外との結び付きについて説明する。





⑥高地のくらし








アラビア半島での生活の様子から乾燥した地域の特色を読み取り，生活の工夫について説明する。





⑤乾燥した地域のくらし





　


シベリアでの生活の様子から寒い地域の特色を読み取り，海外との結び付きについて説明する。





③寒い地域のくらし





　地図や写真から，世界の主な宗教の分布と特色を読み取る。





⑩宗教と生活とのかかわり





　世界各地の食文化の特色を，気候との関連から説明する。





⑨世界の食文化とその変化





世界各地の市場の写真から，その地域の気候と人々の生活の様子を読み取る。





①世界各地の市場をながめて





知識・技能の活用





　様々なグラフと主題図の読み取り方・つくり方を身に付ける。





⑪技術をみがく３





　世界各地の住居と衣類の特色と変化を，自然及び文化と関連付けて説明する。





⑧世界の住居・衣類とその変化





　世界各地の生活の様子から５つの気候帯の特徴を読み取り，説明する。





⑦技術をみがく２





　写真の読み取り方，雨温図の読み取り方とつくり方を身に付ける。





④技術をみがく１





様々な資料を活用する技能を身に付け，世界の人々の生活や環境の多様性を理解できる。





単元の到達目標





＜知識・理解＞


○必要な知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





論述





解釈





☞キーワード：自然環境，産業など





発問





その地域への理解を深めるためには，どのような


ことを知る必要があると思いますか。





プロセス４：発展





☝ワンポイントアドバイス


　◇理由も考える


　　→次の課題につなげる





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





解釈





☞資料：地球儀（ＩＣＴ活用）





☝ワンポイントアドバイス


　◇多様性を意識


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞キーワード：暑い，寒い，雨が多


い・少ない，野菜，


果物，肉など





論述





各自のもつ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





プロセス２：仮説立案と検証





解釈





☝ワンポイントアドバイス


　◇気温，降水量，衣・食・住など，項


目ごとに表にまとめる。


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：気温，降水量，衣・


食・住など





＜関心・意欲・態度＞


○写真から読み取った複数の情報を，ノートに書き留めている。





＜資料活用の技能＞


○世界各地の市場の写真から，気候や生活に関する情報を読み取っている。





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





生徒がめざす姿（評価規準）





写真から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





解釈





発問





市場の写真から，その地域の気候や人々の生活の様子を予想し，まとめよう。





本時の目標：世界各地の市場の写真から，その地域の気候と人々の生活の様子を読み取る。





プロセス４：発展





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





解釈





論述





各自のもつ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





プロセス２：仮説立案と検証





解釈





☞キーワード：輸入品，文化，ごみ


など





☝ワンポイントアドバイス


　◇プラス・マイナス両面から考える


　　→判断力の向上につなげる





☝ワンポイントアドバイス


　◇雨温図で確認


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：教科書p.18～20


　　　　地図帳p.65～66





☞キーワード：高温，多湿，熱帯林，


ココヤシなど





論述





解釈





発問





ツバルの人々の生活は，現在海外からどのような


影響を受けているでしょうか。





☝ワンポイントアドバイス


　◇気温，降水量，衣・食・住など，項


目ごとに表にまとめる。


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：熱帯，衣・食・住など





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





＜知識・理解＞


○必要な知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○写真や雨温図から，暑い地域の気候の特色や人々の生活に関する情報を読み取っている。





＜思考・判断・表現＞


○ツバルの人々の今後の生活について考察したことを，根拠を示しながら具体的に説明している。





生徒がめざす姿（評価規準）





地図と写真から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





解釈





発問





写真からツバルの自然環境や生活の様子を読み取り，まとめよう。





本時の目標：ツバルでの生活の様子から暑い地域の特色を読み取り，海外との結び付きについて説明する。





☝ワンポイントアドバイス


　◇プラス・マイナス両面から考える


　　→判断力の向上につなげる





☞キーワード：輸入品，文化など





☝ワンポイントアドバイス


　◇雨温図で確認


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：教科書p.18～20


　　　　地図帳p.65～66





☞キーワード：永久凍土，暖房，防


寒具，魚，野菜，肉


など





論述





各自のもつ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





プロセス２：仮説立案と検証





解釈





☝ワンポイントアドバイス


　◇気温，降水量，衣・食・住など，項


目ごとに表にまとめる。


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：寒帯，衣・食・住など





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





＜知識・理解＞


○必要な知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





論述





解釈





発問





シベリアの人々の生活は，現在海外からどのよう


な影響を受けているでしょうか。





プロセス４：発展





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





解釈





＜資料活用の技能＞


○写真や雨温図から，寒い地域の気候の特色や人々の生活に関する情報を読み取っている。





＜思考・判断・表現＞


○海外の影響による生活の変化について考察したことを，根拠を示しながら具体的に説明している。





生徒がめざす姿（評価規準）





地図と写真から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





解釈





発問





写真からシベリアの自然環境や生活の様子を読み取り，まとめよう。





本時の目標：シベリアでの生活の様子から寒い地域の特色を読み取り，海外との結び付きについて説明する。





本時の目標：写真の読み取り方，雨温図の読み取り方とつくり方を身に付ける。





写真と雨温図から情報を読み取り，世界のどの地域のものかを予想しよう。





発問





解釈





プロセス１：課題設定





教科書から基本情報を読み取る（情報収集）





生徒がめざす姿（評価規準）





＜資料活用の技能＞


○写真や雨温図から，正確に情報を読み取っている。


○統計資料から，正確に雨温図を作成している。





＜知識・理解＞


○必要な知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





☞キーワード：自然，衣・食・住，


気温，降水量など





☝ワンポイントアドバイス


　◇複数の写真と雨温図を準備


　◇地域は地図上で何箇所かに限定


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





解釈





プロセス３：交流と再構築





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





自分の意見を見直す（知識の再構築）





説明





論述





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





プロセス４：発展





地図帳の統計資料を基に，雨温図を作成しよう。





発問





解釈





論述





解釈





プロセス２：仮説立案と検証





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





各自のもつ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





論述





☞キーワード：植物，服の素材，年平均


気温，年降水量，気温・降


水量の変化など





☞資料：教科書p.21，p.25


　　　　地図帳p.11～12





☝ワンポイントアドバイス


　◇地図帳を活用


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：地図帳p.145





☝ワンポイントアドバイス


　◇住んでいる場所に一番近い地域を扱う


　　→実体験につなげる





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





☝ワンポイントアドバイス


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：オアシス，日干しレン


ガ，遊牧，地下水など





☝ワンポイントアドバイス


　◇ニュースなどの情報を思い出す


　　→普段の生活につなげる





☞キーワード：石油，サッカーなど





☝ワンポイントアドバイス


　◇キーワードを活用して論述


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：教科書p.18～20


　　　　地図帳p.65～66





☞キーワード：協同水場，長袖・丈


の長い服，淡水化，


スプリンクラーなど





論述





各自のもつ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





プロセス２：仮説立案と検証





解釈





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





＜知識・理解＞


○必要な知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





論述





解釈





発問





アラビア半島と日本の結び付きについて考え，ま


とめよう。





プロセス４：発展





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





解釈





＜資料活用の技能＞


○文章資料や写真・雨温図から，乾燥した地域の気候の特色や人々の生活に関する情報を読み取っている。





＜思考・判断・表現＞


○水資源を確保するための様々な工夫について考察したことを，根拠を示しながら具体的に説明している。





生徒がめざす姿（評価規準）





教科書の文章から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





解釈





発問





写真や雨温図からアラビア半島の自然環境について読み取り，生活の工夫を説明しよう。





本時の目標：アラビア半島での生活の様子から乾燥した地域の特色を読み取り，生活の工夫について説明する。





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





☝ワンポイントアドバイス


　◇プラス・マイナス両面から考える


　　→判断力の向上につなげる





☞キーワード：携帯電話，インター


ネット，観光客など





☝ワンポイントアドバイス


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：標高が高い，雨が少な


いなど





☝ワンポイントアドバイス


　◇キーワードを活用して論述


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：教科書p.30～32


　　　　地図帳p.63～64





☞キーワード：放牧，リャマ，アル


パカ，じゃがいも，


トマトなど





論述





各自のもつ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





プロセス２：仮説立案と検証





解釈





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





＜知識・理解＞


○各地域の生活の変化についての知識を身に付け，海外との結びつきを踏まえて，説明や論述のときなどに適切に活用している。





論述





解釈





発問





アンデス山脈の人々の生活は，現在海外からどの


ような影響を受けているでしょうか。


とめよう。





プロセス４：発展





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





解釈





＜資料活用の技能＞


○低緯度でありながら冷涼な気候である要因を写真やグラフ・地図から読み取っている。





生徒がめざす姿（評価規準）





教科書から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





解釈





発問





写真や雨温図からアンデス山脈が低緯度であるにも関わらず冷涼である要因を読み取り，生活の工夫について説明しよう。





本時の目標：アンデス山脈での生活の様子から高地の特色を読み取り，海外との結びつきについて説明する。





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





☝ワンポイントアドバイス


　◇地図帳をヒントに考える


　　→知識の一般化につなげる





☞キーワード：緯度，高度，風，海


流など





☝ワンポイントアドバイス


　◇地図帳を活用


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：教科書p.33


　　　　地図帳p.11～12





☞キーワード：赤道中心，回帰線付近，


四季の変化など





論述





各自のもつ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





プロセス２：仮説立案と検証





解釈





☝ワンポイントアドバイス


　◇気温，降水量，衣・食・住，分布な


ど，項目別に表にまとめる。


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：熱帯，温帯，亜寒帯


（冷帯），寒帯，乾燥


帯など





論述





解釈





発問





気候に影響を与える要因は何か，考えてみよう。





プロセス４：発展





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





解釈





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





＜知識・理解＞


○５つの気候帯の特徴と分布についての知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○地図から気候帯の分布を，雨温図から気候帯の特徴を読み取っている。





生徒がめざす姿（評価規準）





教科書から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





解釈





発問





今までの学習を参考に，５つの気候帯の特徴と分布を地図帳から読み取り，まとめよう。





本時の目標：世界各地の生活の様子から５つの気候帯の特徴を読み取り，説明する。





☝ワンポイントアドバイス


　◇プラス・マイナス両面から考える


　　→判断力の向上につなげる





☞キーワード：簡単，便利，伝統文


化の消失など





☝ワンポイントアドバイス


　◇キーワードを活用して論述


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：教科書p.34～35


　　　　地図帳p.15～16





☞キーワード：石，木材，土，羊毛，


木綿，麻，毛皮，伝


統衣装など





論述





各自のもつ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





プロセス２：仮説立案と検証





解釈





論述





解釈





発問





現在の住居や衣服の変化について気付いたこと


を挙げ，自分の考えをまとめよう。


とめよう。





プロセス４：発展





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





解釈





☝ワンポイントアドバイス


　◇項目ごとに表にまとめる


◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





＜知識・理解＞


○世界各地の住居や衣服の特色についての知識を身に付け，気候や文化との関連を踏まえて説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○地図やグラフなど適切な資料を選び，必要な情報を読み取っている。





生徒がめざす姿（評価規準）





＜思考・判断・表現＞


○世界各地の住居や衣服の特色を気候や文化と関連付けて考察し，根拠を示しながら具体的に説明している。





☞キーワード：気温，降水量，形，素


材，移動など





教科書から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





解釈





発問





地図や写真から，世界各地の住居と衣服の特色を自然環境や文化と結び付けて読み取り，説明しよう。





本時の目標：世界各地の住居と衣服の特色と変化を，自然及び文化と関連付けて説明する。





＜資料活用の技能＞


○写真や地図などの資料から，世界各地の食物と気候の分布の関係について読み取っている。





☞キーワード：気温，降水量，米，小


麦，とうもろこし，じ


ゃがいもなど





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜知識・理解＞


○必要な知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





プロセス２：仮説立案と検証





解釈





論述





解釈





発問





現在の食文化の変化について気付いたことを挙


げ，自分の考えをまとめよう。


とめよう。





プロセス４：発展





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





解釈





☝ワンポイントアドバイス


　◇プラス・マイナス両面から考える


　　→判断力の向上につなげる





☞キーワード：簡単，便利，伝統文


化の消失など





☝ワンポイントアドバイス


　◇キーワードを活用して論述


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：教科書p.36～37


　　　　地図帳p.15～16





☞キーワード：かゆ，フォー，チャ


パティ，パスタ，ト


ルティーヤなど





論述





各自のもつ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





☝ワンポイントアドバイス


　◇項目ごとに表にまとめる


◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





＜関心・意欲・態度＞


○食文化と気候の関係について複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





生徒がめざす姿（評価規準）





教科書から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





解釈





発問





地図や写真から，世界各地の食文化の特色を気候と結び付けて読み取り，説明しよう。





本時の目標：世界各地の食文化の特色を，気候との関連から説明する。





＜資料活用の技能＞


○地図やグラフなど適切な資料を選び，必要な情報を読み取っている。





☞キーワード：仏教，キリスト教，イ


スラム教，ヒンドゥー


教など





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜知識・理解＞


○世界の主な宗教の分布や特色についての知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





プロセス２：仮説立案と検証





解釈





論述





解釈





発問





宗教が人々の生活に与える影響について，自分の


考えをまとめよう。


とめよう。





プロセス４：発展





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





解釈





☝ワンポイントアドバイス


　◇自分の生活と関連付けて考える


　　→世界の諸地域の学習につなげる





☞キーワード：食事，服装，文化，


生活習慣など





☝ワンポイントアドバイス


　◇キーワードを活用して論述


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：教科書p.38～39


　　　　地図帳p.17～18





☞キーワード：東南アジアから東アジア中心，


ヨーロッパ・南北アメリカ・オ


セアニア中心，西アジア中心など





論述





各自のもつ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





☝ワンポイントアドバイス


　◇宗教ごとに表にまとめる


◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





＜関心・意欲・態度＞


○世界の主な宗教について複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





生徒がめざす姿（評価規準）





教科書から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





解釈





発問





地図や写真から，世界の主な宗教の分布と特色を読み取り，なぜそのような分布になったのかを考えよう。





本時の目標：地図や写真から，世界の主な宗教の分布と特色を読み取る。





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





☝ワンポイントアドバイス


　◇教科書のグラフからデータを準備


　　→2種類つくり比較する





☞資料：教科書





☝ワンポイントアドバイス


　◇教科書のグラフや主題図を活用


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：教科書p.42～43


　　　　地図帳p.149





☞キーワード：増加，発達，偏りなど





論述





各自のもつ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





プロセス２：仮説立案と検証





解釈





＜資料活用の技能＞


○グラフや主題図から正確に情報を読み取り，説明している。


○適切なグラフや主題図を選択し，正確に作成している。





☝ワンポイントアドバイス


　◇具体的な数字とそれが意味するもの


の２段階で読み取る


◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：円グラフ，帯グラフ，棒グラフ，


折れ線グラフ，ドットマップ，


等値線図，図形表現図，階級区


分図など





論述





解釈





発問





どのようなグラフや主題図が，どのような情報を


表すのに適切かを考え，実際につくってみよう。





プロセス４：発展





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





解釈





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





＜知識・理解＞


○必要な知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





生徒がめざす姿（評価規準）





教科書から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





解釈





発問





グラフや主題図から情報を読み取り，それが何を意味するのか考えよう。





本時の目標：様々なグラフと主題図の読み取り方・つくり方を身に付ける。





単元の課題








適切な資料を活用して設定された主題に沿って地域的特色を読み取り，最近の変化や日本との関係を考察しよう。





知識・技能の活用





ロシアの国土と歴史について概観し，日本との貿易関係について理解する。





⑤ヨーロッパとアジアにまたがる国ロシア





知識・技能の習得





ＥＵの現状を理解し，適切な資料を用いて現在の課題について追究する。





④追究～国境を自由にこえられる暮らし～





単元の到達目標








ヨーロッパ州の地域的な特色を理解し，最近の社会の変化や日本との関係について説明できる。





知識・技能の習得





気候や歴史的背景を基に，ヨーロッパの農業や工業の特色を理解し，説明する。





③ヨーロッパの産業





写真や地図からキリスト教をはじめとするヨーロッパの文化の特色を読み取る。





②ヨーロッパの文化と歩み





地図や雨温図を用いてヨーロッパの地形や気候の特色を理解し，説明する。





①ヨーロッパの自然





＜知識・理解＞


○ヨーロッパの地形や気候についての知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○地図やグラフなど適切な資料を選び，必要な情報を読み取っている。





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





他の地域で確認する（一般化）





プロセス４：一般化と発展





解釈





解釈





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





☝ワンポイントアドバイス


　◇教科書p.59の写真を活用


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☝ワンポイント・アドバイス


　◇他人が納得できる説明（根拠が大事）


　◇しっかりメモを取る





☝ワンポイントアドバイス


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





☞資料：地図帳ｐ.45～ｐ.46





☞キーワード：暖流，偏西風





論述





解釈





各自の持つ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





プロセス２：仮説立案と検証





発問





ニースは札幌より北にあるのに，なぜ札幌より暖かいのだろう？





解釈





☞キーワード：気温，時期，場所





提示された写真から情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





　　ヨーロッパの自然の特色は，人々の生活にど


のような影響を与えているだろう？





発問





☞キーワード：農業，服装など





☝ワンポイントアドバイス


　◇次につながる具体的なイメージ


　　→気候に適した農作物など





論述





解釈





説明





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





☞キーワード：地中海性気候





生徒がめざす姿（評価規準）





＜関心・意欲・態度＞


○地図や雨温図からヨーロッパの地形や気候の特色を複数読み取り，ノートに書き留めている。





本時の目標：地図や雨温図を用いて，ヨーロッパの地形や気候の特色を理解し，説明する。





＜関心・意欲・態度＞


○複数の資料から，キリスト教がヨーロッパの人々の生活に影響を与えていることを読み取り，ノートに書き留めている。





＜知識・理解＞


○植民地の獲得とその後の独立の歴史及び欧州統合についての知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○地図やグラフなど適切な資料を選び，必要な情報を読み取っている。





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





生徒がめざす姿（評価規準）





論述





解釈





☞キーワード：ＥＵ，祝日など





☝ワンポイントアドバイス


　◇次につながる具体的なイメージ


　　→国境を越えた協力体制など





説明





プロセス４：一般化と発展





☞キーワード：南アメリカ州など





解釈





他の地域で確認する（一般化）





　　ヨーロッパの文化や歴史は，現在の人々の生


活にどのような影響を与えているだろう？





発問





プロセス１：課題設定





発問





キリスト教は，なぜ世界中の多くの地域に広まっているのだろう？





☝ワンポイントアドバイス


　◇教科書p.60,p.61の地図を比較


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





解釈





☞キーワード：キリスト教





提示された地図から情報を読み取る（情報収集）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





論述





解釈





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





☝ワンポイントアドバイス


　◇言語・宗派の分布と植民地の関係に


注目


　◇アシストカードを活用


◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：地図帳ｐ.17～ｐ.18





☞キーワード：公用語，植民地





論述





解釈





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





各自の持つ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





プロセス２：仮説立案と検証





本時の目標：写真や地図からキリスト教をはじめとするヨーロッパの文化の特色を読み取る。





＜知識・理解＞


○必要な知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





＜思考・判断・表現＞


○ヨーロッパの国々が協力して工業を進める理由を考察し，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜資料活用の技能＞


○写真や地図から，食文化と農業の関係について，気候の特色を踏まえて読み取っている。





生徒がめざす姿（評価規準）





解釈





☞キーワード：労働者，価格など





　　ヨーロッパの工業が現在抱えている課題


はどのようなものだろう？





発問





論述





　　ヨーロッパの農業が現在抱えている課題


はどのようなものだろう？





☞キーワード：安全性，価格など





プロセス４：発展





発問





☝ワンポイントアドバイス：◇次につながる具体的なイメージ→ＥＵの抱える課題（ユーロ，労働者，産業など）





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





解釈





自分の意見を見直す（知識の再構築）





説明





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





論述





論述





解釈





☝ワンポイントアドバイス：◇農業は気候，工業は国際分業に注目　◇自分の意見を必ず文章化








☞資料：地図帳p.49，p.137～p.138





☞キーワード：資源，地形，伝統





☞資料：地図帳p.45～p.46





☞キーワード：地形，気候





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





論述





解釈





各自の持つ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





プロセス２：仮説立案と検証





解釈





☞キーワード：地中海式農業混合農


業，酪農





《農業班》





プロセス１：課題設定





☝ワンポイントアドバイス：◇情報を「気付きメモ」に記入　◇重要用語の確認





《工業班》





ヨーロッパの工業は日本の工業とどのように違うのだろう？それはなぜだろう？





発問





☞キーワード：生産の分担，先端


技術産業，伝統産業





教科書の本文から基本情報を読み取る（情報収集）





ヨーロッパ各地で行われる農業の違いは，何によって生まれてきたのだろう？





発問





本時の目標：気候や歴史的背景を基に，ヨーロッパの農業や工業の特色を理解し，説明する。





＜資料活用の技能＞


○地図やグラフなど適切な資料を選び，必要な情報を読み取っている。





＜思考・判断・表現＞


○ＥＵ統合による利点と問題点について，最近のニュースを踏まえて考察し，根拠を示して具体的に説明している。





＜知識・理解＞


○ＥＵ加盟国の状況や規模などについての知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





生徒がめざす姿（評価規準）





解釈





説明





☝ワンポイントアドバイス


　◇社会的な判断力を問う


　　→自分なりの意見を書く





論述





解釈





　　ＥＵが現在抱える課題について，あなたはど


うすればよいと思いますか？





発問





プロセス４：発展





論述





解釈





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





☝ワンポイントアドバイス


　◇「気付きメモ」を活用


　◇各国の経済格差に注目


◇自分の意見を必ず文章化





☞キーワード：域内格差





解釈





論述





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





各自の持つ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





☞資料：教科書ｐ.64～ｐ.66


　　　　地図帳ｐ.45～ｐ.49





プロセス２：仮説立案と検証





発問





☝ワンポイントアドバイス


　◇事前に課題を考える（大きなテーマ


は決めておく）


　◇班で一つの課題を設定


　◇情報を「気付きメモ」に記入





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





各自が考えた「ＥＵのなぜ？」について調べよう。またそこから見えてくる「現在のＥＵの課題」は何か，考えよう。





☞キーワード：ユーロ，労働者，


産業





プロセス３：交流と再構築





選んだ資料から情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





本時の目標：ＥＵの現状を理解し，適切な資料を用いて現在の課題について追究する。





解釈





☞キーワード：面積，時差，資源





発問





日本とロシアの関係の「なぜ？」を考え，仮説を立ててみましょう。





教科書の本文から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





本時の目標：ロシアの国土と歴史について概観し，日本との貿易関係について理解する。





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜関心・意欲・態度＞


○ロシアの国土や歩みについて複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





＜知識・理解＞


○必要な知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○日本とロシアの輸出入のグラフから，貿易の特色を読み取っている。





生徒がめざす姿（評価規準）





☝ワンポイントアドバイス


　◇次につながる具体的なイメージ


　　→国際協力の視点など





論述





解釈





☞キーワード：経済協力など





発問





　　あなたは，今後日本とロシアがどのような関


係になっていけばよいと思いますか。





プロセス４：発展





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流＆再構築





解釈





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





論述





☞キーワード：北方領土など





解釈





各自の持つ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





プロセス２：仮説立案＆検証





☝ワンポイントアドバイス


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：地図帳p.50～p.52





☝ワンポイントアドバイス


　◇白地図の活用，表で比較


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





単元の課題








適切な資料を活用して設定された主題に沿って地域的特色を読み取り，最近の変化や日本との関係を考察しよう。





地図や雨温図を用いてアフリカの地形や気候の特色を理解し，説明する。





①アフリカの自然環境





写真や地図からアフリカの文化・言語・宗教の特色と植民地時代の影響を読み取る。





②アフリカの歩みと文化





③追究～植民地支配の歴史と産業の関わり～





アフリカの植民地時代の産業への影響を理解し，適切な資料を用いて現在の課題について追究する。





知識・技能の活用





知識・技能の習得








アフリカ州の地域的な特色を理解し，最近の社会の変化や日本との関係について説明できる。





単元の到達目標





＜知識・理解＞


○アフリカ州の地形や気候についての知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○写真や雨温図と関連付けて，気候帯の分布について読み取っている。





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





論述





解釈





☞キーワード：生活環境など





発問





　　現在のアフリカが抱える問題とは，どのよう


なものだろう？





プロセス４：発展





☝ワンポイントアドバイス


　◇次につながる具体的なイメージ


　　→モノカルチャー文化など





生徒がめざす姿（評価規準）





論述





解釈





プロセス３：交流と再構築





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





☞資料：地図帳p.39～p.40





☞キーワード：地形，気候，歴史





論述





解釈





各自の持つ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





☝ワンポイントアドバイス


　◇植民地としての歴史に注目


◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





プロセス２：仮説立案と検証





☝ワンポイントアドバイス


　◇教科書p.39の地図を活用


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：サハラ砂漠，ナイ


ル川，熱帯林，赤　　　　　　　　


道など


混合農業，酪農





解釈





発問





アフリカの人口分布の偏りは，何の影響によるものだろうか？





教科書の本文から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





本時の目標：地図や雨温図を用いてアフリカの地形や気候の特色を理解し，説明する。





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





＜資料活用の技能＞


○地図やグラフなど適切な資料を選び，必要な情報を読み取っている。





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜知識・理解＞


○アフリカ州で使用される言語，宗教，国境線についての知識を身に付け，植民地時代との関連を踏まえて，説明や論述のときなどに適切に活用している。





生徒がめざす姿（評価規準）





☞キーワード：紛争，経済発展の遅れなど





　　植民地としての歴史がアフリカに与えている


影響とは，どのようなものだろう？





発問





☞キーワード：奴隷，アパルトヘイトなど





説明





論述





プロセス４：発展





解釈





教科書の本文から基本情報を読み取る（情報収集）





☝ワンポイントアドバイス


　◇地図帳p.40の地図を参照


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





☝ワンポイントアドバイス


　◇他人が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他人の意見をしっかりメモ





論述





解釈





プロセス３：交流と再構築





説明





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





仮説を立てて，根拠となる資料を探す（仮説立案）





☝ワンポイントアドバイス


　◇国境と言語分布の関係に注目


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：地図帳p.40④





プロセス２：仮説立案と検証





☞キーワード：植民地





論述





解釈





☝ワンポイントアドバイス


　◇教科書p.72の地図を活用


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：言語，国境線





解釈





発問





アフリカの言語分布や国境線の特徴は，何の影響によるものだろうか？





提示された地図から情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





本時の目標：写真や地図からアフリカの文化・言語・宗教の特色と植民地時代の影響を読み取る。





＜思考・判断・表現＞


○モノカルチャー経済の問題点と自立への取組の工夫について考察し，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





＜知識・理解＞


○必要な知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○アフリカ州の国々の主な輸出品をグラフから読み取っている。





生徒がめざす姿（評価規準）





説明





論述





解釈





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





☞キーワード：工業化，経済協力


など





　　アフリカが今後経済を発展させていくために


は，どのようにすればよいと思いますか？





発問





☝ワンポイントアドバイス


　◇植民地として支配された地域では，


モノカルチャー経済が発達する





他の地域で確認する（一般化）





解釈





プロセス４：一般化と発展





プロセス３：交流と再構築





☝ワンポイントアドバイス


　◇他人が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他人の意見をしっかりメモ





解釈





論述





自分の意見を見直す（知識の再構築）





説明





☝ワンポイントアドバイス


　◇国民所得に注目


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：地図帳p.40，p.146～147





☝ワンポイントアドバイス


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：カカオ，プランテーシ


ョン，鉱産資源，レア


メタル，モノカルチャ


ー経済など





プロセス２：仮説立案と検証





植民地としての歴史は，アフリカの産業にどのような影響を与えているだろう？また，そこに見られる課題は何だろう？





本時の目標：アフリカの植民地時代の産業への影響を理解し，適切な資料を用いて現在の課題について追究する。





☞キーワード：輸出品の偏りなど





論述





解釈





仮説を立てて，根拠となる資料を探す（仮説立案）





解釈





発問





教科書の本文から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





単元の課題








適切な資料を活用して設定された主題に沿って地域的特色を読み取り，最近の変化や日本との関係を考察しよう。





北アメリカの工業の特色を理解し，適切な資料を用いて現在の課題について追究する。





⑤追究～世界をリードする大規模な産業～





北アメリカの農業の特色を理解し，適切な資料を用いて現在の課題について追究する。





④追究～世界をリードする大規模な産業～





知識・技能の活用





単元の到達目標








北アメリカ州の地域的な特色を理解し，最近の社会の変化や日本との関係について説明できる。





写真やグラフ・地図から，北アメリカの生活や文化の特色を読み取り，世界に与える影響について説明する。





③世界に影響を与える生活と文化





地図や写真・雨温図を用いて北アメリカの地形や気候の特色を理解し，説明する。





①北アメリカの多様な自然環境





写真やグラフ・地図から，北アメリカの社会の特色やその歴史的背景を読み取り説明する。





②多くの民族がくらす北アメリカ





知識・技能の習得





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





＜知識・理解＞


○北アメリカ州の地形や気候についての知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○写真や断面図，雨温図から，東西の地形や気候の違いを読み取っている。





生徒がめざす姿（評価規準）





☝ワンポイントアドバイス


　◇次につながる具体的なイメージ


　　→気候に適した農作物など





☞キーワード：農業，人口分布など





プロセス４：発展





論述





解釈





発問





　　北アメリカの自然の特色は，人々の生活にど


のような影響を与えているだろう。


なものだろう？





解釈





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





☝ワンポイントアドバイス


　◇内陸に行くほど乾燥


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：地図帳p.11～p.12，p.57





論述





プロセス２：仮説立案と検証





☞キーワード：気候区





解釈





各自の持つ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





☝ワンポイントアドバイス


　◇白地図を活用


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：ロッキー山脈，アパラチア


山脈，ミシシッピ川，グレ


ートプレーンズ，プレーリ


ー，湿潤地帯，乾燥地帯な


ど





解釈





発問





北アメリカ州を，気温と降水量の特色でいくつかの地域に分類してみよう。





教科書の本文から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





本時の目標：地図や写真・雨温図を用いて北アメリカの地形や気候の特色を理解し，説明する。





＜思考・判断・表現＞


○アメリカ合衆国に移民が多く集まる理由について考察し，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





＜知識・理解＞


○必要な知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○北アメリカ州の移民と開拓の歴史について，写真やグラフから読み取っている。





生徒がめざす姿（評価規準）





☝ワンポイントアドバイス


　◇次につながる具体的なイメージ


　　→日本社会のアメリカ化など





☝ワンポイントアドバイス


　◇歴史的背景に注目


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：教科書p.80～p.81


　　　　地図帳p.59～p.60





論述





☝ワンポイントアドバイス


　◇既得の知識を活用


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：ネイティブアメリカン，


移民，奴隷，ヒスパニ


ックなど





解釈





論述





解釈





発問





　　多民族国家としてアメリカ合衆国が抱える課


題を１つ挙げ，解決策を考えてみよう。





プロセス４：発展





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





☞キーワード：差別，犯罪など





☞キーワード：移民，奴隷





解釈





各自の持つ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





プロセス２：仮説立案と検証





解釈





発問





なぜアメリカ合衆国は，多くの人種・民族で構成されているのだろう。





教科書の本文から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





本時の目標：写真やグラフ・地図から，北アメリカの社会の特色やその歴史的背景を読み取り，説明する。





生徒がめざす姿（評価規準）





＜知識・理解＞


○アメリカ合衆国の多国籍企業についての知識を身に付け，世界経済との関連を踏まえて説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜関心・意欲・態度＞


○アメリカ合衆国の生活と文化が世界に与える影響について資料から読み取り，ノートに書き留めている。





＜資料活用の技能＞


○地図やグラフなど適切な資料を選び，必要な情報を読み取っている。





☞キーワード：経済面など





発問





　　アメリカ合衆国の影響のマイナス面を１つ挙


げて，あなたならどうするか考えてみよう。





プロセス４：発展





解釈





論述





☝ワンポイントアドバイス


　◇次につながる具体的なイメージ


　　→国際協力の視点など





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





自分の意見を見直す（知識の再構築）





プロセス３：交流と再構築





解釈





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





論述





説明





論述





☝ワンポイントアドバイス


　◇理由は具体的に


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：教科書p.82～p.83


　　　　地図帳p.60,p.137,p.139





☞キーワード：便利，手軽など





解釈





各自の持つ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





☝ワンポイントアドバイス


　◇身近なところから考える


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：ショッピングセンター，自


動車，ジーンズ，Tシャツ，


ファーストフード，コンピ


ュータ，多国籍企業など





プロセス２：仮説立案と検証





解釈





発問





日本に影響を与えているアメリカ合衆国の生活様式や文化を挙げて，理由を考えよう。





教科書の本文から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





本時の目標：写真やグラフ・地図から，北アメリカの生活や文化の特色を読み取り，世界に与える影響について説明する。





＜知識・理解＞


○必要な知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○地図やグラフなどから，アメリカ合衆国が貿易を通じて世界に与える影響を読み取っている。





＜思考・判断・表現＞


○アメリカ合衆国が多くの農作物を輸出できる理由を考察し，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





生徒がめざす姿（評価規準）





☝ワンポイントアドバイス


　◇次につながる具体的なイメージ


　　→国際協力の視点など





☞キーワード：技術革新，安全管理，


ＴＰＰなど





論述





解釈





解釈





発問





　　あなたなら，アメリカの農業が抱える課題を，


どのように解決しようと考えますか？





プロセス４：発展





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





プロセス３：交流と再構築





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





☝ワンポイントアドバイス


　◇気候，規模など視点を明確にする


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：教科書p.84～p.85，p.152～p.153


　　　地図帳p.57～p.58，p.139～p.140





プロセス２：仮説立案と検証





☞キーワード：大規模，輸出量など





論述





解釈





各自の持つ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





☞キーワード：輸出，小麦，大豆，とう


もろこし，綿花，放牧，大


型機械，インターネット，


世界の食糧庫，穀物メジャ


ーなど





☝ワンポイントアドバイス


　◇表にまとめて比較


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





プロセス１：課題設定





解釈





発問





アメリカ合衆国と日本の農業の特色を比較し，アメリカの農業が現在抱える課題を考えよう。





教科書の本文から基本情報を読み取る（情報収集）





本時の目標：北アメリカの農業の特色を理解し，適切な資料を用いて現在の課題について追究する。





＜知識・理解＞


○アメリカ合衆国の工業の特色についての知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○地図やグラフなどから，鉱産資源の分布と工業の関係を読み取っている。





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





生徒がめざす姿（評価規準）





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





☝ワンポイントアドバイス


　◇次につながる具体的なイメージ


　　→国際協力の視点など





論述





解釈





プロセス４：発展





☞キーワード：技術提携，販売促


進など





発問





　　日本は今後，産業面でアメリカとどのような


関係になっていけばよいと考えますか？





☝ワンポイントアドバイス


　◇アメリカの得意分野と不得意分野


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：教科書p.84～p.85，p.156～p.157


　　　地図帳p.57～p.58，p.137～p.138





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





解釈





プロセス３：交流と再構築





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス２：仮説立案と検証





☞キーワード：先端技術産業など





論述





解釈





各自の持つ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





☝ワンポイントアドバイス


　◇表にまとめて比較


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：流れ作業，先端技術産業，


自動車，航空機，サンベル


ト，シリコンバレー，IC，


IT産業など





解釈





発問





アメリカ合衆国と日本の工業の特色を比較し，ア


メリカの工業が現在抱える課題を考えよう。





教科書の本文から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





本時の目標：北アメリカの工業の特色を理解し，適切な資料を用いて現在の課題について追究する。





単元の課題








適切な資料を活用して設定された主題に沿って地域的特色を読み取り，最近の変化や日本との関係を考察しよう。





南アメリカの環境問題について理解し，適切な資料を用いて現在の課題について追究する。





④追究～ブラジルにみる環境問題と対策





写真やグラフ・地図から，南アメリカの文化とその歴史的背景を読み取り，説明する。





②南アメリカの歴史と文化





地図や写真・雨温図を用いて南アメリカの地形や気候の特色を理解し，説明する。





①南アメリカの多様な自然環境








南アメリカ州の地域的な特色を理解し，最近の社会の変化や日本との関係について説明できる。





単元の到達目標





知識・技能の習得





写真やグラフ・地図から，南アメリカの農業や鉱工業の特色を理解し，説明する。





③変化する農業と鉱工業





知識・技能の活用





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜関心・意欲・態度＞


○写真や地図，雨温図を使って，南アメリカ州の自然環境の特色を読み取り，ノートに書き留めている。





＜知識・理解＞


○南アメリカ州の地形や気候についての知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○地図やグラフなど適切な資料を選び，必要な情報を読み取っている。





生徒がめざす姿（評価規準）





プロセス４：発展





☞キーワード：牧畜，熱帯の作物


の栽培など





発問





　　南アメリカの自然の特色は，農業にどのよう


な影響を与えているだろう。


なものだろう？





☝ワンポイントアドバイス


　◇次につながる具体的なイメージ


　　→気候に適した農作物など





論述





解釈





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





☝ワンポイントアドバイス


　◇自然の厳しさに注目


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：教科書p.90～p.91


地図帳p.62～p.64





プロセス２：仮説立案と検証





☞キーワード：熱帯雨林，平野など





論述





解釈





各自の持つ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





☝ワンポイントアドバイス


　◇豊かな自然の様子を読み取る


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：アンデス山脈，ギアナ高地，


ブラジル高原，アマゾン川，


ラプラタ川，熱帯雨林，セ


ルバ，パンパなど





解釈





発問





南アメリカの人口分布の特徴を，地形や気候の特色から説明してみよう。





教科書の本文から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





解釈





プロセス３：交流と再構築





論述





説明





本時の目標：地図や写真・雨温図を用いて南アメリカの地形や気候の特色を理解し，説明する。





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





＜知識・理解＞


○南アメリカの歴史と文化の特色についての知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○写真や地図を見て，南アメリカ各国の人種・民族の構成を読み取っている。





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





生徒がめざす姿（評価規準）





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





☝ワンポイントアドバイス


　◇「文化の融合」という視点が重要


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





プロセス３：交流と再構築





プロセス２：仮説立案と検証





解釈





☞キーワード：先住民，植民地，ラ


テンアメリカ，カー


ニバル，サンバなど





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





☞キーワード：植民地，奴隷など





論述





解釈





各自の持つ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





解釈





発問





南アメリカの文化の特徴を１つ挙げて，歴史の面から説明してみよう。





教科書の本文から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





☝ワンポイントアドバイス


　◇言語に注目


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：教科書p.92～p.93


地図帳p.63～p.64





解釈





☞キーワード：言語，宗教など





発問





　　南アメリカの植民地としての歴史は，人々の


生活にどんな影響を与えているだろう。


なものだろう？





プロセス４：発展





☝ワンポイントアドバイス


　◇次につながる具体的なイメージ


　　→偏った農業や鉱業など





論述





本時の目標：写真やグラフ・地図から，南アメリカの文化とその歴史的背景を読み取り，説明する。





＜資料活用の技能＞


○グラフから，ブラジルやアルゼンチンが，日本などとの関係で工業製品の輸出を増加していることを読み取っている。





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





＜知識・理解＞


○南アメリカ州の産業の近年の変化についての知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





生徒がめざす姿（評価規準）





解釈





プロセス４：発展





☞キーワード：経済協力など





発問





　　南アメリカと日本は，今後どのような関係に


なっていけばよいだろう。


なものだろう？





☝ワンポイントアドバイス


　◇次につながる具体的なイメージ


　　→国際協力の視点など





論述





☝ワンポイントアドバイス


　◇外国との関係に注目


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：教科書p.94～p.95


地図帳p.63～p.64





☞キーワード：日本との貿易，外国


企業など





各自の持つ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





プロセス２：仮説立案と検証





論述





解釈





☝ワンポイントアドバイス


　◇植民地としての影響に注目


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：コーヒー，パンパ，放牧，


大豆，オレンジ，さとうき


び，鉱産資源，重化学工業，


先端技術産業など





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





解釈





プロセス３：交流と再構築





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





解釈





発問





南アメリカの農業と鉱工業の，近年の変化とその理由について，説明してみよう。





教科書の本文から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





本時の目標：写真やグラフ・地図から，南アメリカの農業や鉱工業の特色を理解し，説明する。





☞キーワード：熱帯林，焼畑農業，


地球温暖化，バイオ


燃料など





☝ワンポイントアドバイス


　◇具体的な開発の様子を知る


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





＜知識・理解＞


○必要な知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○グラフや写真から，熱帯林減少の様子を読み取っている。





＜思考・判断・表現＞


○さとうきびからバイオ燃料を作る利点と問題点を考察し，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





生徒がめざす姿（評価規準）





説明





☞資料：地図帳p.26





プロセス４：一般化と発展





解釈





☞キーワード：中国の環境など





☞キーワード：節約，節電など





論述





　　私たちの生活と環境問題について，今後どのよう


にしていけばよいかを考えてまとめよう。





発問





他の地域で確認する（一般化）





☝ワンポイントアドバイス


　◇社会的な判断力を問う


　　→自分なりの意見を書く





解釈





プロセス３：交流と再構築





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





☝ワンポイントアドバイス


　◇他人が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他人の意見をしっかりメモ





☝ワンポイントアドバイス


　◇生活と環境の両面から考える


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：教科書p.96～p.98


地図帳p.63～p.64





☞キーワード：経済発展，動植物


の保護など





プロセス２：仮説立案と検証





論述





解釈





各自の持つ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





解釈





発問





アマゾン川流域の開発について，プラス面・マイナス面の両方から考えてみよう。





教科書の本文から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





本時の目標：南アメリカの環境問題について理解し，適切な資料を用いて現在の課題について追究する。





単元の課題








適切な資料を活用して設定された主題に沿って地域的特色を読み取り，最近の変化や日本との関係を考察しよう。








オセアニア州の地域的な特色を理解し，最近の社会の変化や日本との関係について説明できる。





単元の到達目標





知識・技能の活用





知識・技能の習得





オセアニアの移民・多文化社会としての特色を理解し，適切な資料を用いて現在の課題について追究する。





③追究～移民と多文化社会～





地図や雨温図を用いてオセアニアの地形や気候の特色を理解し，説明する。





①オセアニアの自然環境





写真やグラフ・地図から，オセアニアの産業の特色と日本との関係を読み取り，説明する。





②自然環境の影響が大きいオセアニアの産業





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜関心・意欲・態度＞


○写真や地図，雨温図から，オセアニア州の地域構成や自然環境の特色を複数読み取り，ノートに書き留めている。





＜知識・理解＞


○オセアニア州の地域構成や自然環境についての知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○地図やグラフなど適切な資料を選び，必要な情報を読み取っている。





生徒がめざす姿（評価規準）





プロセス４：発展





論述





解釈





発問





　　オーストラリアの自然の特色は，農業にどの


ような影響を与えているだろう。


なものだろう？





☝ワンポイントアドバイス


　◇次につながる具体的なイメージ


　　→気候に適した農作物など





☞キーワード：牧畜，大規模農業など





各自の持つ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





☝ワンポイントアドバイス


　◇大陸中央部は砂漠地帯


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞キーワード：砂漠，降水量など





☞資料：教科書p.102～p.103


地図帳p.65～p.67





プロセス２：仮説立案と検証





解釈





☝ワンポイントアドバイス


　◇白地図を活用


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：オーストラリア，ニュージ


ーランド，ミクロネシア，


メラネシア，ポリネシア，


サンゴ礁，グレートバリア


リーフなど





解釈





発問





オーストラリアの人口分布の特徴を，地形や気候の特色から説明してみよう。





教科書の本文から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





論述





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





解釈





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





論述





本時の目標：地図や写真・雨温図を用いてオセアニアの地形や気候の特色を理解し，説明する。





論述





解釈





☞キーワード：牛丼，服，工業製


品，燃料など





発問





　　オーストラリアから輸入されたものは，日本


でどのように利用されているだろう？





☝ワンポイントアドバイス


　◇次につながる具体的なイメージ


　　→強い結び付きを意識する





プロセス４：発展





＜資料活用の技能＞


○オーストラリアの農業と降水量の関係を，主題図から読み取っている。





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜知識・理解＞


○オーストラリアの鉱産資源の分布と利用についての知識を身に付け，日本との関係を踏まえて，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





生徒がめざす姿（評価規準）





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





プロセス３：交流と再構築





論述





解釈





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





☝ワンポイントアドバイス


　◇図や表にして示す


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：教科書p.104～p.105


地図帳p.65～p.67





☞キーワード：牛肉，羊毛，鉄鉱石，ボ


ーキサイト，天然ガスな


どの輸入





☝ワンポイントアドバイス


　◇身近なものから考える


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





論述





プロセス２：仮説立案と検証





解釈





各自の持つ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





☞キーワード：牛，羊，放牧，小麦，


露天掘り，鉄鉱石，


石炭，天然ガスなど





解釈





発問





オーストラリアと日本の関係を，農産物と鉱産資源の面から説明してみよう。





教科書の本文から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





本時の目標：写真やグラフ・地図から，オセアニアの産業の特色と，日本との関係を読み取り，説明する。





生徒がめざす姿（評価規準）





＜思考・判断・表現＞


○先住民と移民との共存，多文化社会を形成する上での課題について考察し，根拠を示して具体的に説明している。





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





＜知識・理解＞


○オセアニア州の国々とイギリスとの関係についての知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○地図やグラフなど適切な資料を選び，必要な情報を読み取っている。





プロセス４：発展





論述





解釈





☞キーワード：異文化交流，多様な


言語の学習など





発問





　　日本でも多くの外国人が暮しているが，これらの人々と協


力してよりよい社会を築くためには，どのような工夫が必


要だろうか？





☝ワンポイントアドバイス


　◇社会的な判断力を問う


　　→自分なりの意見を書く





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





論述





解釈





説明





☝ワンポイントアドバイス


　◇相違点について理由を考察


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：教科書p.106～p.107,p.80～p.81


地図帳p.65～p.67,p.59～p.60





プロセス２：仮説立案と検証





☞キーワード：植民地，積極的受入れ，


異文化尊重，外国語教


育など





論述





解釈





各自の持つ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





☝ワンポイントアドバイス


　◇表にして比較


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：移民，アボリジニー，


イギリス，多文化社


会，異文化理解など





解釈





発問





多くの移民で構成されたオーストラリアの社会の特色を，アメリカと比較して説明しよう。





教科書の本文から基本情報を読み取る（情報収集）





プロセス１：課題設定





本時の目標：オセアニアの移民・多文化社会としての特色を理解し，適切な資料を用いて現在の課題について追究する。





単元の課題








適切な資料を活用して設定された主題に沿って地域的特色を読み取り，最近の変化や日本との関係を考察しよう。








アジア州の地域的な特色を理解し，最近の社会の変化や日本との関係について説明できる。





単元の到達目標





アジア各国と日本の関係を理解し，適切な資料を用いて現在の課題について追究する。





⑤⑥追究（身近なものからみたアジア）





知識・技能の活用





写真やグラフ・地図から，アジアの文化と人口分布の特色を読み取り説明する。





②多様な文化と集中する人口





地図や写真・雨温図を用いて，アジアの地形や気候の特色を読み取り説明する。





①広い範囲に及ぶアジア





知識・技能の習得





写真やグラフ・地図から，アジアの工業の特色を理解し説明する。








④工業化が進むアジア





写真やグラフ・地図から，アジアの農業の特色を理解し説明する。





③降水量と関係が深いアジアの農業





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜関心・意欲・態度＞


○アジア州の地域区分や自然環境についての複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





＜知識・理解＞


○アジア州の地域区分，地形や気候についての知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





生徒がめざす姿（評価規準）





＜資料活用の技能＞


○地図やグラフなど適切な資料を選び，必要な情報を読み取っている。





　　アジアの自然の特色は，人々の生活にどのよ


うな影響を与えているだろう？





発問





プロセス４：発展





解釈





☞キーワード：農業，災害など





論述





☝ワンポイントアドバイス


　◇次につながる具体的なイメージ


　　→気候に適した農作物など





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





☝ワンポイント・アドバイス


　◇他人が納得できる説明（根拠が大事）


　◇しっかりメモを取る





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





解釈





☝ワンポイントアドバイス


　◇降水量に注目


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：地図帳ｐ.21～ｐ.22





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





☞キーワード：季節風，山脈など





論述





解釈





各自の持つ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





プロセス２：仮説立案と検証





☝ワンポイントアドバイス


　◇白地図の活用，表で比較


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：東アジア，東南アジア，


南アジア，中央アジア，


西アジア，季節風（モン


スーン），雨季・乾季など





プロセス１：課題設定





発問





　　アジア各地（東，東南，南，中央，西）の気


候の特色を，地形と風の影響から説明しよう。





解釈





教科書の本文から情報を読み取る（情報収集）





本時の目標：地図や写真・雨温図を用いて，アジアの地形や気候の特色を読み取り説明する。





＜知識・理解＞


○アジア州の多様な文化についての知識を身に付け，歴史や宗教との関連を踏まえて，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○アジア州で人口密度の高い地域の特色を，地図から読み取っている。





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





生徒がめざす姿（評価規準）





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





☝ワンポイントアドバイス


　◇白地図の活用，表で比較


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：多様な宗教と文化，一


人っ子政策，漢民族，


少数民族など





解釈





☞キーワード：宗教対立，偏った分布など





論述





☝ワンポイントアドバイス


　◇次につながる具体的なイメージ


　　→経済格差や国際問題から考える





　　アジアの宗教分布と人口分布の特色から，現


在のアジアの課題を考えよう。





発問





プロセス４：発展





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





☝ワンポイント・アドバイス


　◇他人が納得できる説明（根拠が大事）


　◇しっかりメモを取る





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





解釈





☞資料：教科書p.46～p.47


　　　　地図帳ｐ.21～ｐ.22





☞キーワード：仏教，キリスト教，イス


ラム教，ヒンドゥー教など





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





論述





解釈





各自の持つ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





プロセス２：仮説立案と検証





☝ワンポイントアドバイス


◇人口は都市部に集中


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化  





プロセス１：課題設定





発問





　　アジア各地（東，東南，南，中央，西）の宗


教分布と人口分布の特色を説明しよう。





解釈





教科書の本文から情報を読み取る（情報収集）





本時の目標：写真やグラフ・地図から，アジアの文化と人口分布の特色を読み取り説明する。





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





＜思考・判断・表現＞


○中国やインドで，米の輸出量が少ない理由について，自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜知識・理解＞


○必要な知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○年間降水量と農業分布の地図を見比べて，アジアの農業の特徴を読み取っている。





生徒がめざす姿（評価規準）





解釈





☞キーワード：食糧不足など





論述





☝ワンポイントアドバイス


　◇次につながる具体的なイメージ


　　→人口との関係について考える





　　アジアの農業の，現在の課題を考えよう。





発問





プロセス４：発展





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





☝ワンポイント・アドバイス


　◇他人が納得できる説明（根拠が大事）


　◇しっかりメモを取る





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





解釈





☞資料：教科書p.48～p.49


　　　　地図帳ｐ.21～ｐ.22





☞キーワード：南部→米，北部→小麦，と


うもろこし，綿花など





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





論述





解釈





各自の持つ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





プロセス２：仮説立案と検証





☝ワンポイントアドバイス


  ◇降水量が多いと稲作，少ないと畑作


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☝ワンポイントアドバイス


　◇白地図の活用


　◇気付きメモに記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：稲作，畑作，季節風（モ


ンスーン），遊牧，牧畜，


オアシスなど





プロセス１：課題設定





発問





　　アジアの農業と降水量の関係を，資料を用い


て説明しよう。





解釈





教科書の本文から情報を読み取る（情報収集）





本時の目標：写真やグラフ・地図から，アジアの農業の特色を理解し説明する。





＜知識・理解＞


○必要な知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○地図やグラフなど適切な資料を選び，西アジアと石油資源の関連について，必要な情報を読み取っている。





＜思考・判断・表現＞


○アジア州に工場を建設する利点を，市場と賃金の面から考察し，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





生徒がめざす姿（評価規準）





論述





☝ワンポイントアドバイス


　◇次につながる具体的なイメージ


　　→日本との関係から考える





　　アジアの工業の，現在の課題を考えよう。





発問





プロセス４：発展





解釈





☞キーワード：食糧不足など





☝ワンポイントアドバイス


　◇安い人件費，豊富な資源と人材に注目


　◇アシストカードを活用


  ◇自分の意見を必ず文章化





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





☝ワンポイント・アドバイス


　◇他人が納得できる説明（根拠が大事）


　◇しっかりメモを取る





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





解釈





☞資料：教科書p.50～p.51


地図帳pp..21,22,33,34,37





☞キーワード：人件費，勤勉，人口，


石油など





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





論述





解釈





各自の持つ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





プロセス２：仮説立案と検証





☝ワンポイントアドバイス


　◇身近な商品や情報から推理


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：ASEAN，工業団地，


IT産業，豊富な資


源，経済特区など





プロセス１：課題設定





発問





　　資料を用いて，最近のアジアの工業の特色を


読み取り，外国企業が進出している理由を説明しよう。





解釈





教科書の本文から情報を読み取る（情報収集）





本時の目標：写真やグラフ・地図から，アジアの工業の特色を理解し説明する。





＜知識・理解＞


○必要な知識を身に付け，説明や論述のときなどに適切に活用している。





＜資料活用の技能＞


○適切な図表を選び，東アジアや東南アジアから日本が輸入している品目が変化していることを読み取っている。





＜思考・判断・表現＞


○今後，日本がアジアの国々とどのように関わっていけばよいか，自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜関心・意欲・態度＞


○身の回りのものから日本とアジアの国々の関係にについて複数の情報を読み取り，ノートに書き留めている。





生徒がめざす姿（評価規準）





☝ワンポイントアドバイス


　◇「アジア全体で協力」という視点で発想


　◇アシストカードを活用


  ◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：教科書p.52～p.55


　　　　地図帳p.21～p.37





論述





　　世界の諸地域の学習を通して，自分が調べて


みたい国を考え，理由を説明しよう。





発問





プロセス４：発展





解釈





☞キーワード：文化，経済など





☝ワンポイントアドバイス


　◇次につながる具体的なイメージ


　　→日本との関係という視点を盛


り込む





論述





説明





自分の意見を見直す（知識の再構築）





グループで話し合い，全体の場で発表する（交流）





プロセス３：交流と再構築





☝ワンポイント・アドバイス


　◇他人が納得できる説明（根拠が大事）


　◇しっかりメモを取る





☝ワンポイントアドバイス


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモを





解釈





解釈





各自の持つ情報から，仮説を立てる（仮説立案）





プロセス２：仮説立案と検証





☞キーワード：貿易，技術提供，資


源，宗教，マンガ，


観光，留学など





各自の仮説について，資料で確認する（検証）





論述





☝ワンポイントアドバイス


　◇身近なところから考える


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇重要用語の確認





☞キーワード：文化的結びつき，人


的結びつき，経済的


結びつきなど





プロセス１：課題設定





発問





　　日本とアジア各国の関係から現在の課題を挙


げて，その解決策を考えよう。





解釈





教科書の本文から情報を読み取る（情報収集）





本時の目標：アジア各国と日本の関係を理解し，適切な資料を用いて現在の課題について追究する。





単元の課題








世界のさまざまな地域の地域的特色をとらえる主題を設定し，適切な資料を用いて追究する中で，地理的認識を深め，調査の視点や方法を身に付けよう。








世界のさまざまな地域の地域的特色を，設定した主題に沿って追究する中で，地理的認識を深め，調査の視点や方法を身に付けている。





単元の到達目標





　調査の結果を，ＩＣＴなどを活用して根拠を示して説明し，互いに評価する。





④調べたことをまとめて意見交換しよう2





　収集・分析した情報を活用して，調査の結果をわかりやすくレポートにまとめる。





③調べたことをまとめて意見交換しよう1





　書物やインターネットなどから適切な資料を選び，必要な情報を収集して分析する。





②資料を収集し，分析しよう





　これまでの地理の学習を通して学んだことを基に，調べる国と視点を決め，適切な課題を設定して，調査の方法を考える。





①調べる国や地域とテーマを決める





知識・技能の習得と活用





　　課題解決のための調査方法を考えよう。





発問





プロセス４





☝ワンポイントアドバイス


　◇具体的に書き挙げる





☞キーワード：学校図書館，地域の


　　　　　　　図書館，インターネ


ットなど





論述





解釈





課題と資料について，グループで話し合う





プロセス３





☝ワンポイント・アドバイス


　◇他人が納得できる説明（根拠が大事）


　◇しっかりメモを取る





☝ワンポイントアドバイス


　◇設定の理由を簡潔に発表


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





グループ交流で気付いたことや変更点を，全体で出し合う





自分の課題と資料について見直す





解釈





論述





説明





☝ワンポイントアドバイス


　◇情報を「気付きメモ」に記入


◇自分の疑問をもとに課題設定


◇調査内容は複数考える


◇自分の意見は必ず文章化


◇資料に必要な条件を書き挙げる





☞キーワード：工業生産量，農業生産量，


人口分布など





設定した課題について，調べる内容と必要な資料を考える





論述





解釈





教科書などから情報を読み取り，国，視点，課題を考える








プロセス２





☞資料：教科書，地図帳





☝ワンポイントアドバイス


　　◇調査の手順とレポートの完成形を


確認


→全体の流れと学習の出口を把握





生徒がめざす姿（評価規準）





＜知識・理解＞


○課題設定の仕方を身に付け，説明や論述のときなどに使っている。





＜資料活用の技能＞


○地図やグラフなどから，必要な情報を読み取っている。





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜関心・意欲・態度＞


○今までの学習や自らの興味に基づいて，国，主題，課題を設定している。





単元の流れとねらいを確認する





今までの学習をもとに，調べたい国と視点を


決めて，課題を設定しよう。





発問





☞キーワード：課題設定，資料収集，


資料分析，レポート


作成，発表など





本時の目標：これまでの地理の学習を通して学んだことをもとに，調べる国と視点を決め，適切


な課題を設定して，調査の方法を考える。





プロセス１





グループ討議で気付いたことや変更点を，全体で出し合う





☞キーワード：タイトル，設定理由，調


査方法，結果，まとめ


（考察），参考資料など





　　レポートのまとめ方を確認しよう。





発問





解釈





プロセス４





☝ワンポイントアドバイス


　◇使用する資料を確認





自分の意見を見直す





生徒がめざす姿（評価規準）





＜知識・理解＞


○適切な資料の選び方を身に付け，必要な情報を収集し，分析している。





＜資料活用の技能＞


○地図やグラフなどから，必要な情報を読み取っている。





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜関心・意欲・態度＞


○複数の情報を資料から読み取り，ノートに書き留めている。





☝ワンポイントアドバイス


　◇情報を「気付きメモ」に記入


　◇前時に考えた必要な条件に基づいて


情報を確認


　◇キーワードを意識して分析





☞キーワード：比較，変化，関わり


など





☝ワンポイントアドバイス


　◇各自の意見を簡潔に発表


　◇他者が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





解釈





論述





説明





資料と検証結果が適切かを，グループで話し合う





プロセス３





☝ワンポイント・アドバイス


　◇他人が納得できる説明（根拠が大事）


　◇しっかりメモを取る





☝ワンポイントアドバイス


　◇複数の資料に基づき根拠を明確化


　◇アシストカードを活用


　◇自分の意見を必ず文章化





☞資料：教科書，地図帳





☞キーワード：社会の変化，日本との関


係，現在の課題など





各自の仮説について，資料で検証する





論述





解釈





仮説を立てて，根拠となる資料を探す





プロセス２





準備した資料から基本情報を確認する





発問





準備した資料から，必要な情報を集めて分析


しよう。





本時の目標：書物やインターネットなどから適切な資料を選び，必要な情報を収集して分析する。





プロセス１





発表用メモを作る





　　レポートの内容が正確に伝わるような発表の


仕方を工夫しよう。





発問





☝ワンポイントアドバイス


　◇発表の要点を箇条書きする





☞キーワード：実物投影機の活用，


補足説明など





プロセス４





論述





解釈





☝ワンポイントアドバイス


　◇他人が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他者の意見をしっかりメモ





解釈





論述





説明





グループ討議で気付いたことや変更点を，全体で出し合う





自分のレポートを見直す





グループで下書きを見せ合い，内容と資料について話し合う





レポートを清書する





プロセス３





☞資料：教科書





レポートの下書きをする





解釈





論述





説明





☞キーワード：資料，考察など





☝ワンポイントアドバイス


　◇見やすさ，資料の活用，根拠の明確


さなどの視点で工夫・確認





プロセス２





＜意欲・関心・態度＞


○自分なりに工夫して，レポートをまとめている。





＜知識・理解＞


○レポート作成の仕方を身に付け，レポート作成に生かしている。





＜資料活用の技能＞


○地図やグラフなどの資料から必要な情報を読み取り，レポートにまとめている。





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的にレポートにまとめている。





生徒がめざす姿（評価規準）





レポートの形式や用いる資料，文章を確認する





☝ワンポイントアドバイス


　◇キーワードを意識して作成


　◇Ａ４の用紙1枚に収める


　◇写真やグラフの活用





☞キーワード：タイトル，設定理由，調


査方法，結果，まとめ


（考察），参考資料など





本時の目標：収集・分析した情報を活用して，調査の結果をわかりやすくレポートにまとめる。





発問





調べたことをわかりやすくレポートにまと


めよう。





プロセス１





＜思考・判断・表現＞


○自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。





＜意欲・関心・態度＞


○自分なりに工夫し，発表している。





生徒がめざす姿（評価規準）





＜知識・理解＞


○説明の仕方を身に付け，発表に生かしている。





＜資料活用の技能＞


○地図やグラフなどの資料を活用し，説明している。





　　学習の成果と課題をまとめよう。





発問





プロセス４





☝ワンポイントアドバイス


　◇次の学習に生かせる自己評価





☞キーワード：資料の選択，情報の


収集・分析，まとめ


方，発表の工夫など





論述





解釈





論述





解釈





グループの代表者を決め，全体の場で発表する





気付いた点について交流する





評価の視点で発表内容と方法を確認する





説明





☝ワンポイントアドバイス


　◇グループでの評価を生かして発表


　◇他人が納得できる説明（根拠が大事）


　◇他人の意見をしっかりメモ





プロセス３





☝ワンポイントアドバイス


　◇レポートを読むのではなく，ポイン


トをまとめて説明





解釈





論述





説明





☝ワンポイントアドバイス


　◇説明内容を文章化


　◇視覚的な工夫


　◇評価の観点を示す（評価表の作成）





本時の目標：調査の結果を，ＩＣＴなどを活用して根拠を示して説明し，互いに評価する。





☝ワンポイント・アドバイス


　◇他人が納得できる説明（根拠が大事）


　◇しっかりメモを取る





☞資料：評価表





☞キーワード：課題設定の理由，根拠の明


確さ，考察の内容など





発表の仕方を見直す





グループ内で発表し，評価し合う





プロセス２





☞キーワード：実物投影機，補助説


明など





発問





レポートの内容が正確に伝わるように工夫し


て発表し，お互いに評価しよう。





プロセス１








